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A: 今回の突出した円高の直接の原因は ドルやユーロに対して比
較的安定している円に国際的な投機マネーが集中したことです 
 ただ、購買力平価をこえる円高が長い間続いているのは（右図）、
国や企業が円高の下でも競争力の強い産業を中心に輸出を増やす
という方針をとり続ける、日本経済の『円高体質』の問題が根底
にあります。 

 

☞ ぜひ、みなさんの率直なご意見をお寄せください。 

 
 
A：異常な円高のもと、コスト削減やリストラ
などで国際競争力を強めるというやり方では、
輸出偏重が続き、円高を慢性化させます。また、
このやり方では賃下げや内需の縮小も伴うた
め、消費や景気も冷え込ませてしまいます。残
念ながら、くらしと雇用、企業と日本経済の両
方が落ち込むやり方だといわざるをえません。 
くらしと経済の両方をあたためる、経済政策の
大転換が必要です。 

A: 今日の異常な円高問題で必要なことは、日本企業が勤勉な「人材」
と消費者が支える「市場」をよりどころに成長できる、大胆な発想
の転換ではないでしょうか？労働者や下請け先に犠牲を押しつける
というやり方をやめ、内需と外需のバランスがとれた日本経済へ移
行する---『円高体質』を根本から改めるためには、こうした国の
政策転換が必要だと、私たちは考えます。 

デフレ・円 の要因は賃
の低迷だ。…毎年４％
の賃 上昇が必要。 

件費抑制政策が国際競争 の
低下を招いた。…私も内需主導の
成 にしないとダメだと思う。 

富士通総研・ ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･ﾌｪﾛｰ 

根津 利一郎氏 

日本総研・研究員 山田 久 氏 

Q1 今回の円高、一体なにが原因ですか？ 

Q2 ガマンして今のやり方を続ければ 
 どうなる？ 

Q3 でもくらしも会社も両方大事…どうすれば？ 
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働くみなさんの 
収入･雇用減 
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消費の落込み 
内需縮小 

輸出依存 
海外進出 

円高が円高を生む 
悪循環!! 
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正規雇用と賃上げ 
&下請け単価アップ

家計をあたため 
内需拡大
 

内需と外需の適正ﾊﾞﾗﾝｽ 
「円高体質」転換へ

 

            (1) 労働者派遣法を抜本改正して非正規社員を正社員にする 
          (2) 中小企業にきちんと手当てし最低賃金を時給１０００円以上に引き上げ 
        (3) 雇用の７割̶̶中小企業を本格的に支援し大企業の労働者との賃金格差をなくす 
      (4) 日本航空のような無法解雇をやめさせて解雇規制のルールを強化する 

１２年間で６１万円（年収）も減っている賃金の引き上げをはかり、「円高体質」を転換させます。 

日本共産党神奈川県委員会 検索 

 

この間の円高 
１ドル＝８０円台 
（2010 年 7~12 月） 
 

円の 
購買力平価 

   １ドル＝115 円 
(OECD･2009 年データより) 

※ 購買力平価…その国で、その通貨で、どれだけの商品
を買うことができるかという、通貨の実力（例：ﾋﾞｯｸﾞﾏｯｸ） 

￥の
実
とは
？ 


